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(l)dB-WTP モデ、ルの構築、 (2)物理量で、ある dB タームのみならず心理量であるAnnoyance タームでの評価値の検討、
(3)各種交通騒音間での評価値の差異の検討、 (4)評価指標を統ーした研究の蓄積などが挙げられていることを紹介した。



































(4) 各種交通騒音の改善幅を設定し、それぞれに対する支払意思額関数を構築し、本論文の研究で、扱った 35・65dB 
という範囲内では、支払意思額関数は線型関数に近似できることを示している。このことは、この範囲では、限界支
払意思額(単位 dB あたりの支払意思額)も一定の値で近似し得ることを示すものである。
(5) 各調査では、支払意思額とともに、提示される音についてアノイアンスの判断も求め、物理量ではなく、人が
受ける騒音の影響を反映した単位アノイアンスあたりの改善に対する支払意思額を試算している。
以上のように、本論文では実験経済学的手法を、騒音評価に適用する場合に生じる種々の問題点を明らかにすると
ともに、実験経済学的手法を騒音評価に用いることの妥当性も示している。本論文で得られた知見は、種々の環境影
響要因の中での音環境の位置づけを明らかにし、環境の快適性を向上するための設計に資するところ大であり、環境
工学の発展に寄与することが期待される。よって本論文は博士学位論文として価値あるものと認める。
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